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モミの木と聞くと，多くの人はクリスマスツリーを思い浮

かべるのではないだろうか。モミは常緑で，円錐形の美しい

樹形をしているため，公園樹や庭木として植栽されることも

ある。また，古来より社寺にも植栽され日本人になじみのあ

る樹木の一つである。その材は白くて美しく，パルプや建築

用材だけでなく，棺材，卒塔婆など葬祭具として古くから使

われてきた 2)。 
モミは植物学的にはマツ科モミ属に分類され，同属は北半

球に約 40 種分布する。日本のモミ属は 5 種あるが，モミ以
外はすべて寒冷地や高山に生育する。モミは日本の固有種で，

東北地方から屋久島までの温帯に広く分布し，大きいもので

は樹高 40ｍ，胸高直径 1.5ｍにもなる 2)。照葉樹林からブナ

林への移行帯でよく見られ，コナラやシデ類などと混交林を

作ることが多いが，ツガとともにモミ・ツガ林を形成するこ

ともある。谷筋など適潤で養分が多く，通気良好な土壌を好

む。稚樹は耐陰性を持つが，林縁やギャップなど比較的明る

い環境で生育が良く美しい円錐樹形となる。相対照度 5％以
下の林内での生育は不良で，著しい傘型樹冠を示す 5)。根は

深根性で，根回しによる発根性が悪く移植は難しい。 
モミは雌雄同株で，4月～5月ごろに開花し，球果は 10月
ごろ熟す。熟した球果は中軸を残してばらばらに脱落し，中

に入っている小さな羽根をつけた種子が風に乗って散布され

る 1)。しかし，多くの種子は親木の下で見つかり豊作年には

沢山の種子を集めることが出来る。種子の豊凶はおよそ１～

3 年間隔である 6)。種子は乾燥させ低温に保つことによって

数年間は貯蔵でき，6年後でも80％以上が発芽した例もある。 

 
 
 

 
また，発芽率は 2℃程度の低温処理を 1～2ヶ月行うことで高
まる。4月ごろ播き付けを行うと，3週間程度で発芽を始め 6
月上旬には出揃う 1)。大規模に造林されることはほとんど無

いが，長野県では諏訪大社の御柱となるモミを育てるため，

地元の有志によって植林が始まっている。 
モミは，戦後の拡大造林による樹種転換の結果，その多く

が伐採され失われて来た。さらに近年では，酸性雨など大気

汚染による被害を受け，都市近郊で見かけることも少なくな

った 3)。また，シカによる食害が増加し，更新阻害も起こっ

ている 4)。モミの木が忘れ去られ，日本人にとって馴染みが

薄くなる日が来るかもしれない。しかし，意外なことに，遠

くはなれたアメリカ合衆国で日本のモミの人気があるような

のだ。北米にも，多くのモミ属樹木が生育するが，高温や乾

燥に弱く寒冷地でしか育たない。しかし，日本のモミは，世

界のモミ属の中でも例外的に耐乾性・耐暑性に優れ，合衆国

の中南部まで生育可能である。また，モミの整った樹形や，

常緑で美しい葉もアメリカ人に好まれているようなのだ。そ

のため，公園樹や庭木，また盆栽やクリスマスツリーとして

重宝され，種子や苗木がインターネットなどで取引されてい

る。アメリカで元気に育ち，人々に愛されている日本のモミ

の木にぜひ会ってみたいものである。 
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写真 モミの芽生え(左)と深根性を示す稚樹の根(右) 
稚樹は樹高約2mであったが根も2ｍ近くの深さがあった。


